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第２保育園では、

天気のいい日はプールで水浴びをしています。

みんな気持ちよさそうに遊んでいました。
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式
典
で
は
、
ま
ず
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
、
金
婚
、
傘
寿
の
慶
祝
者
の

名
前
が
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
、
代
表

者
に
賞
状
と
記
念
品
を
授
与
。
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
は
加
藤
巧
さ
ん
・

ミ
エ
さ
ん
夫
妻
（
宿
）、
金
婚
は

横
坂
光
雄
さ
ん
・
や
え
子
さ
ん
夫

妻
（
田
岸
）、
傘
寿
は
林
厚
一
さ

ん
（
橡
久
保
北
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

を
代
表
し
て
受
け
取
り
ま
し
た
。

加
藤
村
長
は
「
村
と
し
て
も
、

今
後
は
福
祉
の
テ
ー
マ
で
あ
る

『
健
康
で
思
い
や
り
の
あ
る
生
活

の
実
現
』
を
目
指
し
、
高
齢
者
福

祉
・
介
護
保
険
事
業
の
充
実
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ

ん
も
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
の
中
で
、『
世
代
に
関
係
な

く
生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
送
る

こ
と
』
で
皆
さ
ん
の
貴
重
な
知
識

と
経
験
を
広
く
地
域
に
知
ら
し
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

「
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
つ

け
、
健
康
な
社
会
人
と
し
て
」

第
31
回
昭
和
村
敬
老
会
（
主
催
・
昭
和
村
、
昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

が
６
月
７
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）
は
６
組
、
金
婚
（
同
50
年
）
は
28
組
、

傘
寿
（
80
歳
）
は
101
人
の
合
わ
せ
て
169
人
で
し
た
。

今
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
は
昭
和
19
年
の
入
籍
、
金
婚
は
昭
和
29
年
の
入

籍
、
傘
寿
は
大
正
13
年
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
で
す
。

慶
祝
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

169
人
の
長
寿
を
祝
う

ダイヤモンド婚代表の加藤巧さん・ミエさん夫妻（宿）

盛大に行われた式典



と
式
辞
。
続
い
て
高
橋
信
雄
・
社

会
福
祉
協
議
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
こ
の
日
の
た
め
に
、
今
日
は
招

待
者
を
無
料
で
『
昭
和
の
湯
』
に

招
待
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
式
典
後
は

昭
和
の
湯
で
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を

と
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
受
賞
者
を
代
表

し
、
横
坂
光
雄
さ
ん
・
や
え
子
さ

ん
夫
妻
が
謝
辞
。「
先
ほ
ど
よ
り

皆
さ
ん
の
お
祝
い
と
激
励
を
い
た

だ
き
、
感
激
と
期
待
で
胸
が
高
鳴

る
思
い
で
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
、
こ
の
日
の
感
動
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
体
に
気
を
つ

け
健
康
な
社
会
人
と
し
て
地
域
社

会
に
ご
恩
返
し
が
出
来
る
よ
う
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

式
典
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
村
文
化
協
会
が
大
正
琴

や
舞
踊
を
披
露
。

帰
り
に
は
、
出
口
で
、
村
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
手
作
り
の
ま
ん
じ
ゅ
う

が
お
み
や
げ
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
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おめでとうございます

ダイヤモンド婚s綿貫正明・しづ江（入原上）、s金井喜久

二・リウ（三ツ谷）、s加藤巧・ミエ（宿）、s後藤忠三・イ

ト（常木）、s木村英夫・ぬい（赤谷）、s荒井賢三・多喜

（赤城原第二）。
金婚s茂木昌徳・しん（入原上）、s諸田七五三吉・幸代

（入原下）、s藤井博義・芳江（藤井）、s星野寛司・綾子

（宮貝戸）、s金井一郎・ゆき（森下上組）、s澤浦昭公・み

ゆき（〃）、s関上満作・あき（森下中組）、s堤久良・薫

（〃）、s諸田正夫・愛子（〃）、s阿部松雄・さと子（入沢）、

s石井忠三郎・きよ（中宿）、s小野輝光・愛子（南内出）、

s梅澤覚二・八重子（田岸）、s横坂光雄・やえ子（〃）、s

林成一・とみ子（生越）、s石井吉之助・サヨ子（中野下）、

s石井嘉久・なみ（〃）、s石井要・春野（〃）、s木暮茂

八・里子（〃）、s星野三郎・せん（〃）、s吉澤貞治・せつ

（〃）、s中村正三・幸子（中野上）、s根岸成康・てる子

（〃）、s林七兵衛・みちえ（〃）、s高橋和三・許子（大河

原）、s 岡千秋・ケサ（赤谷）、s橋本恒・もと（松ノ木平

第一）、s南雲輝作・タケ子（松ノ木平第二）。

傘寿s永井下…藤井山子、藤井仙七、藤井まさ、青木秋治、

s永井上…諸田みよ子、藤井あき、s入原上…　橋キセ、s

入原下…堤亀壽、 橋いね、諸田義雄、倉澤イネ、s藤井…

藤井八枝子、藤井幸治、生方ハナ、s宮貝戸　…星野りん、

s根岸…竹之内喜平、倉澤みつ、倉澤品治、s鎌沢…眞下武

治、澤浦やす、s森下上組…金井喜八、綿貫嘉男、綿貫なみ、

s森下中組…阿部つね、阿部安治、真下つね子、諸田光十郎、

澤浦林助、眞下勝、澤浦芳枝、堤登尾三、s森下下宿…阿部

和江、 田太吉、関上レン、s入沢…飯塚かめ、飯塚マツ、

s三ツ谷…林清三、s橡久保北…金井欣二、林のぶ、林厚一、

林みち子、s橡久保南…新木喜作、青木いさ、金井さだ江、

南雲つる、s吹張…新木鶴吉、和南城きの江、小野千代、

橋坦、s宿…加藤月子、加藤始、s常木…斉藤きみ、加藤

よ、加藤寛、s滝寺…戸部フミ、加藤延行、s南内出…加藤

美雄、石井志げの、s上内出…登坂信雄、s田岸…横坂文男、

後藤かね、梅澤久米治、横坂　　惠、s大堀…吉野章、s池

原…宮内戈二、小林みさ、根岸哲之祐、吉澤はつえ、林翠、
毒島　　惠、s生越…林きよ子、林民司、林ふみ子、小野い

つき、林ソウ、s中野上…吉澤もと、s長者久保…　橋一郎、

町田和香、 橋みよ子、s大河原…石井光治郎、 マサ、

佐々木かの、s追分…加藤英雄、大竹甲子老、武井静、 井

きみ子、 井利光、s赤谷…金井たま、 岡千秋、松井かき

子、s赤城原第二…鈴木ちう、中山一司、中村きわ、 橋百

重、s松ノ木平第一…橋本もと、s松ノ木平第二…綿貫クメ、

橋きさ、 橋松之助、 橋キサエ、鷹野房吉、小島惠。

慶祝者を紹介(敬称略)

傘寿代表の林厚一さん（橡久保北）

アトラクションでは大正琴も披露

金婚代表の横坂光雄・やえ子さん（田岸）
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役場本庁舎

保健福祉課
(内線25･26･27)

課　　長

課長補佐

〃

係　　長

主　　任

〃

〃

〃

主　　事

〃

保 健 師

〃

栄 養 士

横坂　　明

星野　美子

藤井　健一

綿貫百合子

小野　妙子

新木　英幸

諸田　恵一

加藤　繁範

大崎　康江

布施　智宏

米山由美子

井上美奈子

千石　直美

第一保育園
122－2331

園　　長

主任保育士

〃

〃

〃

保 育 士

〃

調 理 師

飯塚　好見

和南城きよ子

湯沢　泰子

金子　光江

鈴木　悦子

堤　　佳子

石井　美樹

青木　静子

助　　役 議会事務局

局　　長

主　　任

加藤　　生

金子　千恵

第二保育園
124－7003

園　　長

主任保育士

〃

調 理 師

新木　邦江

石井　恵子

小林美恵子

新木　ふみ

税務課
(内線19･29)

課　　長

課長補佐

係　　長

主　　任

〃

〃

主　　事

〃

小林　勝典

林　千恵美

関上　隆宏

堤　　美徳

鈴木嘉代子

真下　伸夫

倉澤　義満

金井　義徳

社会福祉協議会
事務局

120－1126

局　　長

ディサービスセンター
主　　任

在宅介護支援センター
相 談 員

林　　栄一

諸田　保彦

関　　裕子

総務課
(内線14･15･21･22)

課　　長

参　　事

係　　長

〃

主　　任

〃

主　　事

〃

〃

〃

主任技手

〃

〃

〃

技　　手

公　　仕

眞下　民衛

橘　　徳男

石井　淑子

兵藤　　勉

落合　邦江

土屋　明美

金子　　徹

川端　　崇

桐生寿美子

堤　　裕史

山口　直治

澤田　　保

新木　久雄

高橋　良穂

林　　博明

宮内　　明

小野　一志

角田　泰弘

主　　任
(県派遣)

主　　任
(農業共済派遣)

村　　長 役
場
職
員
の
配
置

出納室

係　　長

主　　任

中島　伸枝

琴寄　美里

加藤　秀光

役
場
機
構
改
革
に
伴
い
、
７
月
１
日
付
で
役
場
職
員

の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
役
場
職
員
の

配
置
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
（
一
般
職
員
の
み
）。

皆
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
７
月
１
日
付
）



給食センター
124－6210

所　　長

栄養専門員

主任技手

主任調理師

調 理 師

高橋　幸雄

根岸　仁美

竹内　善司

河田　一美

新木かをる
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教 育 長 角田　侃男

役場西庁舎

建設課
(内線36･37･38･39･57)

課　　長

課長補佐

係　　長

〃

〃

主　　任

主　　事

〃

〃

〃

関上　通俊

綿貫　　猛

佐藤　好美

堤　　重典

林　　孝志

小林　　勉

根岸　友則

綿貫　敦支

田村　貴史

関上　亮介

産業課
(内線23･28･34)

課　　長

参　　事

係　　長

〃

主　　任

〃

主　　事

〃

主 事 補

角田　康夫

星野富士夫

川端　宏行

高橋　昭仁

島田　宏充

根岸まさみ

澤田　雅之

林　　重則

倉沢　圭亮

企画課
(内線31･32)

課　　長

課長補佐

係　　長

主　　任

〃

主　　事

〃

新木　　要

角田　正良

澤浦　　正

小林　弘美

諸田　　光

井上　　弘

星野　晃彦

公民館

教育委員会事務局
(内線53･54)

次　　長

参　　事

課長補佐

主　　任

〃

〃

主　　事

〃

〃

主任技手

技　　手

ＡＥＴ

ＡＥＴ

社会教育主事
(特別派遣)

吉野　茂春

石井　成事

橘　　ヒロ

平山　一彦

諸田　光明

大久保真志

堤　　紀子

角田　国夫

吉野まゆみ

山本　美加

重田　　　

野　一郎

リーバイ・ジョンストン

トーマス・コンシダイン

東小学校
122－2516

公　　仕 吉野　則夫

南小学校
124－6002

公　　仕 堤　　輝人

大河原小学校
124－7166

公　　仕 横坂　麻司

昭和中学校
123－7321

公　　仕 新木　　繁

給
与
・
諸
手
当
等
を

見
直
し
ま
す

役
場
機
構
改
革
に
伴
い

職
員
の
諸
手
当
が
見
直
し

さ
れ
ま
し
た
。

①
管
理
職
手
当
の
20
％
を

カ
ッ
ト
…
課
長
補
佐
以

上
に
支
給
さ
れ
る
管
理

職
手
当
が
20
％
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

②
職
員
か
ら
駐
車
場
料
金

を
徴
収
…
駐
車
場
を
利

用
し
て
い
る
職
員
か
ら

月
額
５
０
０
円
の
使
用

料
を
徴
収
し
ま
す
。

③
特
種
勤
務
手
当
の
廃
止

…
保
育
士
手
当
を
廃
止

し
ま
す
。

④
住
居
手
当
を
減
額
…
新

築
５
年
以
下
に
支
給
し

て
い
る
月
額
２
、
５
０

０
円
の
手
当
を
廃
止
、

借
家
に
支
給
し
て
い
る

手
当
を
、
１
年
間
に

20
％
ず
つ
減
額
し
、
５

年
間
で
廃
止
し
ま
す
。



平
成
16
年
度
利
根
沼
田
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競

技
会
が
６
月
６
日
、
沼
田
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
第
三
分
団
（
川
額
）

が
優
勝
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
第
一
分
団

（
森
下
）
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
競
技
会
は
消
防
機
械
器
具
の
操
作
の
正

確
さ
な
ど
技
術
を
競
い
、
今
後
の
消
防
技
術
の

向
上
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
利
根
沼
田
の
各

市
町
村
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
10
台
、

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
９
台
が
参
加
し
ま
し

た
。昭

和
村
か
ら
出
場
し
た
両
分
団
は
、
日
夜
訓

練
し
た
成
果
を
発
揮
し
、
正
確
で
俊
敏
な
操
法

を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
ま
し
た
。

〔
成
績
〕
小
型
ポ
ン
プ
の
部
①
昭
和
村
、
②

月
夜
野
町
、
③
新
治
村
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

①
沼
田
市
Ａ
、
②
昭
和
村
、
③
沼
田
市
Ｂ
。

〔
個
人
表
彰
〕
小
型
ポ
ン
プ
の
部
▼
竹
之
内

智
史
（
１
番
員
）、
▼
竹
之
内
直
樹
（
２
番
員
）、

▼
関
上
誠
司
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
▼
真
下
進

（
指
揮
者
）、
▼
綿
貫
直
樹
（
１
番
員
）。

出
場
し
た
分
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）、〔
第
三
分
団
・
小
型
ポ
ン
プ
の
部
〕
▼

指
揮
者
…
小
林
成
人
、
▼
１
番
員
…
竹
之
内
智

史
、
▼
２
番
員
…
竹
之
内
直
樹
、
▼
３
番
員
…

関
上
誠
司
、〔
第
一
分
団
・
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
〕
▼
指
揮
者
…
真
下
進
、
▼
１
番
員
…
綿
貫

直
樹
、
▼
２
番
員
…
諸
田
和
浩
、
▼
３
番
員
…

堤
隆
志
、
▼
４
番
員
…
保
坂
貴
仁
。

な
お
、
両
分
団
と
も
８
月
26
日
に
前
橋
市
で

行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

6

６
月
〜
７
月

第
三
分
団
が
優
勝
、
第
一
分
団
が
準
優
勝
高
砂
大
学
で

藤
宮
警
部
補
が
講
演

高
砂
大
学
の
第
１
回
教
室
が

５
月
27
日
に
村
公
民
館
大
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
昭
和
駐
在
所
長
の
藤

宮
警
部
補
が
「
今
必
要
な
交
通

安
全
ル
ー
ル
」
を
演
題
に
行
い

ま
し
た
。
教
室
に
参
加
し
た
37

人
の
学
生
は
、
利
根
郡
内
・
県

内
の
交
通
事
故
の
件
数
な
ど
、

65
歳
以
上
の
事
故
率
の
高
さ
を

説
明
さ
れ
、
熱
心
に
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
れ
・
お
れ
サ
ギ
に

つ
い
て
の
注
意
も
あ
り
、
こ
ち

ら
か
ら
相
手
の
名
前
を
言
わ
な

い
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ま
し
た
。

講演する藤宮警部補

放水始め（上・下）

自動車ポンプの部に出場した第一分団

小型ポンプの部に出場した第三分団



６
月
21
日
に
群
馬
県
に
接
近
し
た
台
風
６
号

の
影
響
で
、
村
内
で
は
農
作
物
や
道
路
な
ど
に

大
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

強
力
な
台
風
６
号
は
21
日
、
勢
力
を
保
ち
つ

つ
、
日
本
海
を
北
上
し
、
北
陸
に
接
近
。
午
後

５
時
す
ぎ
に
は
群
馬
県
に
最
も
近
寄
り
、
前
橋

気
象
台
に
よ
る
と
、
最
大
瞬
間
風
速
27
・
５
㍍

を
記
録
。村
内
で
も
午
後
に
は
暴
風
域
に
入
り
、

６
時
す
ぎ
ま
で
突
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。

こ
の
風
の
影
響
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒

壊
や
ハ
ウ
ス
の
屋
根
が
飛
ぶ
な
ど
の
被
害
が
続

出
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
500
棟
が
破
損
し
ま
し

た
。
作
物
は
ト
マ
ト
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
花
き

類
、
リ
ン
ゴ
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
、
村
内
全
域

の
農
家
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

今
回
の
村
内
の
被
害
総
額
は
、概
算
で
５
４
、

６
４
１
千
円
で
す
。
ま
た
、
道
路
や
村
有
林
で

は
倒
木
が
相
次
ぎ
、
翌
22
日
の
村
内
の
交
通
網

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

な
お
、
台
風
の
被
害
に
よ
り
倒
壊
し
た
廃
パ

イ
プ
の
回
収
を
、
８
月
24
日
（
火
）
、
25
日

（
水
）
に
村
総
合
運
動
公
園
北
側
駐
車
場
で
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
産
業
課
ま
で
。

台
風
６
号
、暴
風
で
村
内
全
域
に
大
被
害村内のあちこちで倒木が発生

強風で曲がったハウス

強風で倒壊したホウレンソウのビニールハウス

サクランボは大損害

7

「
利
根
沼
田
地
区
母
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
山

口
美
由
紀
さ
ん
・
玲
央
く
ん
親

子
（
滝
久
保
）
が
優
良
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
親
子
は
、
今
年
３

月
に
行
わ
れ
た
村
の
「
良
い
歯

の
子
と
育
て
た
家
族
の
表
彰

式
」
で
表
彰
さ
れ
、
そ
の
参
加

者
の
中
か
ら
村
の
代
表
と
し

て
、
今
回
出
席
し
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
頑

張
っ
て
歯
み
が
き
を
し
て
き
て

良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

虫
歯
が
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て

歯
み
が
き
を
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

よ
い
歯
コ
ン
の

山
口
さ
ん
親
子
を
表
彰山口さん親子



「
入
植
し
た
ば
か
り
で
な

に
も
な
か
っ
た
か
ら
と
に
か

く
一
生
懸
命
仕
事
を
し
ま
し

た
ね
。農
業
を
始
め
た
頃
は
、

と
う
も
ろ
こ
し
・
大
豆
・
馬

鈴
薯
な
ど
い
ろ
い
ろ
や
り
ま

し
た
」
と
昔
を
振
り
返
る
成

康
さ
ん
と
て
る
子
さ
ん
。

そ
ん
な
ご
夫
妻
は
、
長

男
・
貞
夫
さ
ん
家
族
と
の
７

人
家
族
。
３
人
の
お
孫
さ
ん

は
大
学
進
学
中
で
「
夏
休
み

に
は
、い
つ
も
帰
っ
て
き
て
、

仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ん

で
す
よ
。
来
春
に
は
卒
業
し

て
帰
っ
て
く
る
の
で
楽
し
み

で
す
。」
と
ニ
ッ
コ
リ

現
在
は
貞
夫
さ
ん
夫
婦
が

主
で
農
業
を
し
て
お
り
、
ご

夫
妻
は
出
荷
用
の
箱
作
り

や
、
食
事
の
支
度
な
ど
、
裏

方
と
し
て
経
営
を
さ
さ
え
て

い
ま
す
。

２
人
の
現
在
の
趣
味
は
タ

ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

で
、
週
に
一
度
は
村
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
に

一
緒
に
出
か
け
て
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

夫
婦
円
満
の
秘
け
つ
に
つ

い
て
は
「
い
つ
も
一
緒
に
仕

事
を
し
て
い
る
か
ら
自
然
に

で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
す
２

人
。こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、

「
長
い
よ
う
で
短
い
50
年
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で

い
ら
れ
れ
ば
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

根　岸　成　康さん (76歳)
てる子さん (72歳)

・中野上

新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）

「
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
」

（昭和29年７月10日入籍）

8

いきいきサークル

都所着付教室
先生／都所伸枝

代表／真下裕子

平成４年に４人からスタートした着付けのサーク

ル。現在は20代から30代の15人が、月２回、「自分

一人で、苦しくなくきれいに着られるように」とけ

い古に励んでいます。魅力について、代表の真下さ

んが「着付けはもちろん、趣味のつながりで人との

輪が広がり、交流できるのが楽しい」と話すように、

教室のほか、浴衣パーティーやクリスマスなども行

っています。都所さんは「着物の世界は、決まり事

が多く、どんどん難しくなっていくんです。覚える

ことが次々と出てくるのが魅力ですね」とニッコリ。

興味のある方は毎月第２・第４火曜日に地域活性

化センターまで。

「自分できれいに楽に
着られるように」

27



今
、
す
こ
し
昔
（
と
い
っ
て
も
80
年
代
後
半
か
ら
90
年

代
半
ば
）
の
Ｃ
Ｄ
を
集
め
て
い
ま
す
。
集
め
出
し
た
き
っ

か
け
は
、
中
・
高
校
生
の
と
き
に
欲
し
か
っ
た
Ｃ
Ｄ
を
、

中
古
Ｃ
Ｄ
屋
さ
ん
で
発
見
し
た
か
ら
で
す
。
以
来
コ
ツ
コ

ツ
と
買
い
集
め
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
昔
聴
き
た
か
っ
た

も
の
以
外
も
手
を
出
し
て
、
け
っ
こ
う
な
出
費
に
な
っ
て

い
ま
す
。

で
も
、
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
た
ぶ
ん
懐
古
主
義
的
な

所
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
。
昔
、
自
分
が
…
し
て
た
時
の
曲

だ
、
な
ど
な
つ
か
し
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
25
だ
と

い
う
の
に
。

若
さ
が
足
り
な
い
と
、
よ
く
人
に
言
わ
れ
ま
す
。
で
も

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
れ
で
も
。
こ
れ
か
ら
も
フ
ケ

男
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。

パ
ン
チ
佐
藤
に
似
て
る
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、

星
野
翁
彦
で
し
た
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
星
野
元
春
さ
ん
（
24
歳
・
長
者
久

保
）
で
す
。

あ
る
阿
保
の
四
半
生

9

今月は

第一保育園の

お友達で～す

み
な
さ
ん
か
ら
の

イ
ラ
ス
ト
を

募
集
し
ま
す
。

ど
し
ど
し
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

星野翁彦
とし ひこ

さん(追分・25歳)

けんじょう　まおかちゃん
（６歳）

つくい　かほちゃん
（５歳）

やまご　ほくとくん
（６歳）

さいとう　れいなちゃん
（６歳）

今月のテーマは「たなばた」

じ
　
の

P.N



村づくり協力委員会（野田幸次会長）による

「花いっぱい運動」のコスモスの種まきが５月

27日、関屋工業団地で行われました。

花いっぱい運動は、同委員会が企画。昨年度

から1.5ヘクタールの敷地に、コスモス畑を整

備しているものです。

この日は、県植樹祭で千年の森を訪れていた

小寺弘之知事と加藤村長・村議会議員等が参

加。村内の園児（第一保・第二保・子育保）

120人が歌を歌って出迎えました。

小寺知事は園児の歌を「よく練習してありま

すね」とほめ、「コスモスは花も葉も優しくて、

私の最も好きな花です。秋一面に咲くコスモス

の花が今から楽しみです」とあいさつを述べま

した。

この後、小寺知事は保育園ごとに記念写真を

撮り、園児たちと一緒に種まきに挑戦。保育園

ごとに区分けされた畑で、黄花コスモスの種を

園児と交流しながらまいていました。

作業後、園児たちは「秋にコスモスの花が咲

いたらまた見に来てください」と知事に呼びか

けていました。

また６月27日には、各小学校から児童や保

護者などが参加し、種まきが行われました。

小寺知事が園児らとコスモスの種まき行う

バラ生産者で組織する「日ばら群馬支部北毛ブロ

ック」では６月16日、村と子育保育園にバラの花

束を寄贈しました。

この寄贈は、６月20日の父の日にちなんで、同

ブロックが平成３年度から毎年行っているもの。今

年で13年目を向かえました。

子育保育園では、赤やピンク、オレンジなどの

122束が、生産者たちから園児にそれぞれ手渡され、

園児たちは喜びの声を上げていました。

父の日でバラ生産者が園児らに花束贈る

園児に花束を手渡す生産者たち

作業に励む小寺知事園児たちの歌で歓迎

1 0



昭和中学校で６月９日、英語と国際理解

を目的とした講演会が行われました。

講演会は、昨年度から行われているもの

で、毎月一回実施。「外国を知る前にまず

地元を知ろう」と、今回は「昭和村に花火

を上げる会」の小池政弘さんが「ウインタ

ーフェスティバル」について講演しました。

小池さんは、イベントの立ち上げから現

在までの経緯を歯切れ良く講演しました。

昭和村山草愛好会による山野草展示会が６月５日・６

日、村多目的屋内運動場で行われました。

この展示会は毎年行われているもので、会場には２日

間でのべ100人が訪れました。

展示されたのは、会員ら10人が日ごろ丹精した、

200点あまり。来場者は、一つひとつの作品を熱心に鑑

賞しながら、その可憐な花を味わっていました。

また、この展示会に合わせ、糸井さつき愛好会もさつ

きを展示し、会場内を華やかに彩っていました。

丹精の山野草200点がズラリ
昭和中で講演会

村老人クラブ連合会による

スポーツ大会が５月19日、村

総合運動公園野球場で行われ

ました。

参加した340人は、グラウン

ドゴルフ、ペタンク、ターゲット

バードゴルフの競技に挑戦。笑

顔あふれる和やかな雰囲気の中、

参加者たちはそれぞれさわやか

な汗を流していました。

沼田たばこ販売協同組合昭和

村支部は村内公共施設のごみ拾

いを行いました。

同組合では「ポイ捨て禁止」

を掲げ、毎年行っています。

タバコ組合がゴミ拾い

作業に励む組合員たち　

老人会がスポーツにさわやかな汗

よく狙って

みごとだね～

花火について話す小池さん

1 1



老
人
保
健
と
国
民
健
康
保
険
前

期
高
齢
者
の
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
７
月

31
日
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
住
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
一
部
負
担
金
等
の
減
額
対
象

者
は
必
ず
再
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
平
成
16
年
に
新
た
に
申

請
す
る
人
も
、
医
療
受
給
者
証
と

印
鑑
を
持
参
し
、
役
場
保
健
福
祉

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

低
所
得
者
＝
（
表
参
照
）
で
入

院
日
数
が
91
日
以
上
に
な
る
人

は
、
減
額
認
定
証
と
入
院
日
数
が

分
か
る
書
類
を
添
え
て
、
新
た
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

オ
フ
ト
ー
ク
廃
止
に
伴
い
、
取

り
外
し
た
後
の
宅
内
装
置
と
ス
ピ

ー
カ
ー
の
回
収
を
７
月
31
日（
土
）

に
行
い
ま
す
。

宅
内
装
置
は
電
池
を
取
り
外

し
、ス
ピ
ー
カ
ー
と
別
々
に
当
日
、

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。

1 2

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
申
請
を

保
健
福
祉
課
　
内
線
27

オ
フ
ト
ー
ク
の
回
収
は

７
月
31
日(

土)

に
実
施

企
画
課
　
内
線
31

平成16年度の国民健康保険税の税率が変わり

ます（表Ⅰ）。

国民健康保険の財源は、皆さんの国保税と国の

補助金等で成り立っていますが、加入者の高齢化

や医療費の高額化などにより、財源が大変厳しい

状況になっています。皆さんのご理解とご協力を

よろしくお願いします。

国保の税率が変わりますZ

医　　　療　　　分

区　　分 改定前税率

4.40%

45.00%

18,000円

27,000円

530,000円

改定後税率

6.00%

58.00%

20,000円

30,000円

530,000円

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

課 税 限 度 額

応
能
割

応
益
割

介　護　分（40歳以上65歳未満）

区　　分 改定前税率

0.95%

7.50%

8,000円

6,000円

80,000円

改定後税率

1.10%

9.00%

8,000円

8,000円

80,000円

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

課 税 限 度 額

応
能
割

応
益
割

表Ⅰ 国保税の改定内容（年間）

詳しくは、役場税務課 124－5111（内線19）までお問い合わせください。

(例) ４人家族（うち40歳～65歳未満の家族が２人）の家庭で
農業所得が300万円、固定資産税が10万円ある場合。

これまでの年税額は、31万6,200円でしたが、改定後は39万500円となり、７万4,300円

増えることになります。

所得区分
入院時および世帯単位の

自己負担限度額(月額)

入 院 時 の 食 事 代

(１日あたり)

一　　般 40,200円

24,600円

15,000円

780円

300円

650円

500円

90日までの入院

過去12か月以内に

90日を超える入院

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ
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廃
ポ
リ
マ
ル
チ
の
回
収
を
行
い

ま
す
。

■
期
日

８
月
６
日（
金
）、20
日

（
金
）

■
場
所

Ｊ
Ａ
久
呂
保
蒟
蒻
荒
粉

加
工
所

■
回
収
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
昼
休
み
は
除
く
）

■
費
用

１
㌔
あ
た
り
40
円

■
注
意
事
項

専
用
袋
に
よ
る
搬

出
で
は
、
機
械
巻
き
を
含
め
、
20

㌔
詰
め
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
テ
ナ
出
荷
に
つ
い
て
は
、
重

量
を
量
り
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
は
、

当
日
、
利
用
者
に
貸
し
出
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
産
業
課
ま
で
。

廃
ポ
リ
マ
ル
チ
の

回
収
を
行
い
ま
す

産
業
課
　
内
線
34

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な

く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
制
度
に
は
、
次
の
２
つ
が

あ
り
ま
す
。

■
法
定
免
除

生
活
保
護
法
の
生

活
扶
助
や
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
人
は
、
届
出
を
す
れ
ば
納
付
の

免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
障
害
年

金
の
等
級
に
よ
っ
て
は
該
当
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

■
申
請
免
除

本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
を
基
準
に
審

査
し
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
半
額
免
除
の
場

合
は
、
残
り
の
半
額
を
納
付
し
な

い
と
未
納
扱
い
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
免
除
を
受
け
て
い
た
人

は
、
６
月
で
承
認
期
間
が
切
れ
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
免
除
を
希
望

す
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で

す
。手

続
き
が
遅
れ
る
と
承
認
開
始

期
間
が
遅
れ
、
保
険
料
を
納
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
期
間
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
計
算
す
る
と
き
、
免
除
を
受

け
た
期
間
は
１
／
３
で
計
算
さ
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

渋
川
社
会
保
険

事
務
所

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

■もんだい
今年も昭和村敬老会が盛大に開催され

ました。
今年はダイヤモンド婚６組、金婚28組、

傘寿は101人でした。受賞されたかたお
めでとうございます。いつまでも健康で
長生きしてください。
では、問題です。昭和村敬老会は今年

で第何回目だったでしょうか。

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から５人
に図書券500円分を差し上げます。s締め切り＝
７月30日(金)。s発表＝８月号「広報しょうわ」。
s答えは必ずハガキに書き、下記要領で応募して
ください。

u６月号のクイズの答えは、「58回」でし
た。応募総数は９通。当選者は次のとおり
です(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

日
記
書
く
習
慣
あ
れ
ば
記
す
べ
し
老

猫
死
せ
り
と
た
だ
い
ち
ぎ
ょ
う
に

森
戸
勉
太
郎

山
く
ず
し
キ
ャ
ベ
ツ
畑
に
し
た
と
い

う
宿
で
の
キ
ャ
ベ
ツ
は
ほ
ん
の
一
口

堀
沢
　
　
進

乳
呑
み
児
を
抱
く
娘
に
持
た
す
食

べ
頃
の
菜
の
花
そ
の
ま
ま
咲
き
て

し
ま
ふ
や

板
橋
き
み
江

二
日
か
け
八
十
の
義
父
が
畔
を
ぬ
る

疲
れ
を
言
は
ず
は
や
ば
や
と
寝
る

倉
沢
美
代
子

二
千
人
集
ひ
し
昭
和
の
植
樹
祭
に

白
樺
植
ゑ
た
り
吾
が
名
を
付
け
て

諸
田
　
義
幸

街
道
一
ま
づ
い
と
看
板
の
あ
り
し

店
に
今
度
は
食
べ
や
う
迷
は
ず
寄

り
て

諸
田
　
洋
子

山
取
り
の
薄
紫
の
て
っ
せ
ん
の
花

の
直
径
七
寸
を
越
す

高
橋
　
八

朝
露
の
き
ら
め
く
レ
タ
ス
い
た
だ

き
ぬ
食
め
ば
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
音
た

て
甘
し

高
橋
　
洋
子

嫁
ぎ
き
て
五
十
年
旅
路
の
思
い
出

コ
ー
ヒ
ー
の
ほ
ろ
苦
さ
に
同
じ
と

孫
に
語
り
つ

林
　
と
み
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

夏
帽
子
合
へ
ば
聞
き
た
き
事
ば
か
り

新
木
　
武
治

紫
陽
花
の
艶
を
保
て
る
雨
し
き
り

林
　
　
町
子

花
筵
花
び
ら
二
三
巻
き
込
み
て

坂
田
　
安
男

暮
る
る
と
も
山
吹
の
黄
の
花
あ
か
り

金
井
　
粂
子

あ
る
だ
け
の
風
を
呑
み
込
む
鯉
幟

須
藤
　
澄
子

漫
遊
気
釣
竿
か
つ
ぎ
春
の
川

横
坂
　
庄
三

野
菜
獲
る
春
暁
の
畑
灯
し
つ
つ

小
林
　
仁
作

浜
の
子
の
便
よ
り
も
添
へ
て
初
鰹

関
上
喜
代
始

★ 横　坂　　　博 (44 歳 )
★ 林　　　桃　香 ( 7 歳 )
★ 今　井　一　那 ( 6歳 )
★ 橋　真　央 (13 歳 )
★ 中　川　弘　美 (37歳 )

田 岸
滝 久 保
鎌 沢
三 ツ 谷
根 岸

応募規定
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■問い合わせ 自衛隊沼田募集事務所123－4111

■ＨＰ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｇｕｎｍａ．ｐｌｏ．ｊｄａ．ｇｏ．ｊｐ

■小学生向けの特集

干支の動物が登場する物語

や絵本のコーナーです。

７月　イノシシ

８月　ネズミ

■問い合わせ 村教育委員会

1２４－５１２０

年度自衛官採用試験
第１・３土曜日は図書室へ

皆さん、ぜひご利用ください

期　日
７月17日(土)
８月７日(土)
21日(土)

午前10時～午後２時
〃
〃

夏休みガイド
自由研究ガイド

〃

時　　間 特　集

▼
日
時

８
月
15
日
（
日
）、
午

前
９
時
30
分
開
場

▼
場
所

群
馬
県
立
森
林
公
園

「
21
世
紀
の
森
」

▼
内
容

丸
太
市
…
素
材
丸
太

の
展
示
・
即
売
（
丸
太
や
製
材

端
材
を
簡
易
製
材
機
等
に
よ
り

加
工
し
て
ベ
ン
チ
や
丸
太
台
を

作
成
）。

林
業
機
械
の
展
示
・
取
扱
指
導

（
無
料
）
…
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈

払
機
の
取
り
扱
い
や
目
立
て
指

導
、
ナ
タ
・
ノ
コ
・
鎌
・
カ
ン

ナ
の
研
磨
を
プ
ロ
の
技
術
者
が

指
導
し
ま
す
。
道
具
を
当
日
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

加
藤
登
紀
子
、
山

中
千
尋
、
利
根
川
源
流
賛
歌
合

唱
団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
（
有

料
、
県
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発

売
）
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

沼
田
行
政
事

務
所
森
林
部
1
２
２
―
４
４
８

１
群
馬
県
で
は
、
指
定
し
た
医

療
機
関
で
行
う
特
定
不
妊
治
療

に
限
り
、
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
治
療
法
（
特
定

不
妊
治
療
）

体
外
受
精
及
び

顕
微
受
精
で
16
年
４
月
１
日
以

降
に
行
わ
れ
た
治
療

▼
対
象
者

県
内
に
１
年
以
上

住
所
が
あ
り
、
特
定
不
妊
治
療

以
外
の
治
療
で
は
妊
娠
の
見
込

み
が
な
い
か
、
極
め
て
少
な
い

と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
、
法
律

上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦

▼
所
得
の
条
件

夫
婦
の
合
算

所
得
が
６
５
０
万
円
未
満
の
人

▼
助
成
額

夫
婦
１
組
、
１
年

度
あ
た
り
上
限
額
10
万
円
（
費

用
の
１
／
２
以
内
）
で
通
算
２

年
ま
で
。

▼
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

沼

田
保
健
福
祉
事
務
所
1
２
３
―

２
１
８
５

税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱

期
に
引
揚
者
の
人
が
、
当
時
国

内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な

く
て
税
関
に
預
け
た
通
貨
や
証

券
、
ま
た
は
外
地
の
集
結
地
で

総
領
事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券

を
返
還
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
人
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

東
京
税
関
前

橋
出
張
所
1
０
２
７
―
２
２
１

―
５
２
８
４

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は

「
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
街

づ
く
り
」
を
支
援
す
る
目
的
で

発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
等
と
前
後
賞
合
わ
せ
て
３

億
円
。
２
等
は
１
億
円
、
４
等

以
降
も
当
選
本
数
や
賞
金
が
豊

富
で
す
。

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

「
森
と
木
の
ま
つ
り
」

〜
森
の
宝
物
・
丸
太
市
開
催

◆
沼
田
行
政
事
務
所

▼
催
し
も
の

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は

７
月
30
日
ま
で
発
売

◆(

財)

群
馬
県
市
町
村
振
興
協
会

引
揚
者
が
税
関
に
預
け
た

通
貨
や
証
券
を
返
し
ま
す

◆
東
京
税
関
前
橋
出
張
所

特
定
不
妊
治
療
費
の

助
成
を
実
施
し
ま
す

◆
県
庁
保
健
予
防
課

▼
お
知
ら
せ

16
２等陸･海･空士

曹 候 補 士

一般曹候補学生

航 空 学 生

看 護 学 生

防衛大学校学生

防衛医科大学校生徒

種　　目

男子

女子

男女

男女

男女

男女

男女

男女

区分

18歳以上27歳未満

〃

〃

18歳以上24歳未満

高卒(見込)～21歳未満

高卒(見込)～24歳未満

高卒(見込)～21歳未満

〃

資　　格

〃

8/2～9/8

〃

〃

〃

〃

9/10～10/1

受付期間

後　日

9 /26･27

9 /18

〃

9 /23

10/17

11/13･14

11/6・7

試験日



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じま

す。◆日時：８月９日（月）、午

後１時30分～４時、◆会場：役

場会議室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの

人は、ご相談ください。役場保健

師が相談を受けます。◆日時：７

月30日（金）、午後１時～４時、

◆場所：村保健センター1２４－

５１４２。

「眠れない」、「イライラして落

ちつかない」など、心に悩みを持

つ人はご相談ください。専門家が

相談に応じます。◆日時：８月６

日（金）、午後１時30分～（事前

に電話予約を）、◆会場：沼田保健

福祉事務所1２３－２１８５。

子ども及び子育てをしている家

庭の悩みや相談を２４時間受け付

けています。お気軽にご相談くだ

さい。◆相談専用電話1０１２

０－７８３－８８４、携帯電話か

らは1０２７－２６３－１１００

県民電話相談は県民の様々な相

談に応じるため、24時間体制に

なりました。県庁職員が相談内容

に応じてアドバイスと専門窓口の

紹介をします。どこに相談してよ

いか分からないときなど、お気軽

にご利用ください。◆専用電話番

号1０２７－２２６－２２６６

国民健康保険税２期、水道料
１期、下水道使用料２期は８月
２日（月）が納期です。完納に
ご協力ください。

今・月・の・納・期

県民電話相談24

こころの健康相談

ぐんまこども相談センター

健康相談

特設人権相談所
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おまわりさんからのお知らせ

少年･少女の非行に注意
最近の少年・少女の非行は、

“手っ取り早く”お金を得る目的

から、路上強盗・恐喝・ひった

くりなど凶悪化、粗暴化してい

ます。また、出会い系サイトや

テレホンクラブを利用し、性的

被害に遭うケースも後を絶ちま

せん。

保護者の皆さんは、子どもの

生活の変化・非行の兆候に細心

の注意を払いましょう。

■非行に関する相談 少年育成

センター1０２７－２５４－３

７４１

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
を
活
用
し
て
自
宅
で
学
習

で
き
る
大
学
で
す
。

▼
募
集
学
生

全
科
履
修
生

（
４
年
以
上
在
学
し
学
位
の
取
得

を
目
指
す
）、
選
科
履
修
生
（
１

年
間
在
学
し
希
望
科
目
を
学

習
）、
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在

学
し
希
望
科
目
を
学
習
）

▼
願
書
受
付
締
切
日

８
月
31

日
（
火
）

▼
募
集
要
項
の
請
求
（
無

料
）
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大

学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー
前
橋
市

若
宮
町
１
―
１
３
―
２
1
０
２

７
―
２
３
０
―
１
０
８
５

▼
発
売
日

７
月
30
日
（
金
）

ま
で
　

▼
抽
選
日

８
月
10
日
（
金
）

▼
支
払
開
始
日

８
月
16
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

市
町
村
振
興

協
会
1
０
２
７
―
２
９
０
―
１

３
５
０

警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

▼
受
験
資
格

昭
和
49
年
４
月

２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、

４
年
生
大
学
、
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
の
学
校
卒
業
者
及
び
17
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

は
除
く

▼
願
書
受
付
期
間

７
月
20
日

（
火
）
〜
８
月
６
日
（
金
）

▼
試
験
日

９
月
19
日
（
日
）

▼
試
験
案
内
配
布
場
所

沼
田

警
察
署
、
昭
和
駐
在
所

▼
問
い
合
わ
せ

沼
田
警
察
署

1
２
２
―
０
１
１
０

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で

は
、
個
人
向
け
の
普
通
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

８
月
22
日
（
日
）

▼
時
間

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所

中
央
消
防
署

▼
内
容

心
肺
蘇
生
法
な
ど

▼
定
員

30
人

▼
申
込
期
限

８
月
20
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

中
央

消
防
署
1
２
４
―
１
７
３
４

群
馬
県
警
察
官
Ｂ

採
用
試
験
を
実
施

◆
沼
田
警
察
署

個
人
向
け

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

◆
利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部

▼
講
習
会
放
送
大
学
の

第
２
学
期
入
学
生
を
募
集

◆
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
募
　
集




